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〔 方   法 〕 





 ストレス負荷として、新田中 B 式知能検査を行い、７つのサブテストについて、それぞれ解析を実施した。ストレ
スマーカーとして唾液を 30 分毎に採取し、コルチゾールレベルを算出した。脳機能イメージング計測については、
光トポグラフィを用い、トータルヘモグロビンの濃度を解析に用いた。 
〔 成   績 〕 
 まず、コルチゾールレベルは知能検査時に上昇する結果を示し、最も大きな変化は、実験の後半部において観測さ
【69】





 脳機能活動においては、左半球の前頭外側領域（dorsal frontal area）におけるメジャーモード音楽のヘモグロビ












論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、広く普及されている音楽療法の神経学的認知処理の解明を目的としており、音楽によって生じる情動反
応（楽しい・悲しい）が、ストレスに対して及ぼす反応について、内分泌系ストレスマーカーと脳機能イメージング
手法を同時に用いて調査したものである。このような同時計測による手法は、これまでの研究にない初の試みである。
その結果、唾液中のストレスホルモンであるコルチゾールレベルが音楽によって減少し、特に楽しいと感じる音楽に
よって減少が大きくなる事が明らかになった。また、脳機能計測の結果によると、左半球の前頭外側領域での顕著な
活動が観測された。これは、快情動と深く関わっている領域とほぼ一致しており、情動の認知処理がストレス軽減に
影響を及ぼしている可能性が示唆された。これまで、特定の疾患に対する有効性の報告がほとんどであった音楽療法
研究に対して、そのプロセス解明を目的とした新しい応用が期待できる研究である。 
 以上により、学位の授与に値すると考えられる。 
